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○
…
秋
の
七

草
の
一
つ
で
、

準
絶
滅
危
惧
種

と
さ
れ
る
「
フ

ジ
バ
カ
マ
」
を
２
千
本
栽
培
す

る
三
次
市
作
木
町
の
坂
根
憲
昭

さ
ん（
６８
）＝
写
真
。
そ
の
蜜
を

好
む
チ
ョ
ウ
「
ア
サ
ギ
マ
ダ

　
【
石
川
支
局
】
石
川
県
立
翠

星
高
等
学
校
３
年
生
の
村
上
亜

瑚
さ
ん
た
ち
４
人
の
チ
ー
ム

は
、
人
工
気
象
器
（
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
タ
ー
）
を
使
っ
て
パ
プ
リ

カ
の
着
色
促
進
に
成
功
し
た
。

村
上
さ
ん
は
「
農
家
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
話
す
。

　
通
常
は
着
果
か
ら
完
全
着
色

ま
で
１
カ
月
ほ
ど
か
か
る
が
、

３
割
着
色
し
た
状
態
で
収
穫

し
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
で
明

条
件
１６
時
間
、
暗
条
件
８
時

間
、
温
度
２５
度
を
保
つ
と
３
日

間
で
着
色
し
た
。
ま
た
、
糖
度

は
平
均
１０
・
３
度
と
、
ハ
ウ
ス

　
【
岩
手
支
局
】
シ
イ
タ
ケ
を

最
適
な
環
境
で
栽
培
し
た
い
と

ハ
ウ
ス
４
棟
（
６
・
５
㌃
）
の

う
ち
２
棟
を
自
ら
設
計
し
、
増

収
に
取
り
組
む
花
巻
市
田
力
の

大
菅
智
和
さ
ん（
３８
）。
４
㍍
ほ

ど
あ
る
軒
高
が
特
徴
。
空
調
機

か
ら
の
風
が
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
に

直
接
当
た
り
に
く
く
、
乾
燥
状

態
を
避
け
ら
れ
る
。
乾
燥
を
防

ぐ
た
め
に
、
空
調
機
と
ダ
ク
ト

は
高
い
位
置
に
設
置
し
た
。

　
さ
ら
に
、
断
熱
効
果
を
高
め

る
た
め
、
ハ
ウ
ス
の
内
張
り
は

取
り
付
け
し
や
す
い
キ
ル
ト
を

採
用
。「
湿
度
を
上
げ
た
い
と
き

に
キ
ル
ト
に
水
を
直
接
吹
き
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
水
を
か

け
て
も
カ
ビ
の
心
配
が
な
い
」

と
話
す
。
た
だ
、
キ
ル
ト
だ
け

で
は
気
密
性
が
な
く
、
昨
年
前

半
は
ハ
ウ
ス
内
湿
度
の
制
御
が

う
ま
く
い
か
ず
収
量
が
落
ち

た
。
大
菅
さ
ん
は
「
失
敗
を
生

か
し
、
ハ
ウ
ス
内
の
環
境
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
収
量
を
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

石
川
県
立
翠
星
高
校

人
工
気
象
器
を
使
用

パ
プ
リ
カ
着
色
促
進

　
鳥
害
の
中
で
も
最
も
農
業
被
害

が
多
い
と
さ
れ
る
カ
ラ
ス
。
持
続

的
な
対
策
に
は
、
カ
ラ
ス
の
生
理

・
生
態
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
。
宇
都
宮
大
学
発
ベ
ン
チ

ャ
ー
と
し
て
、
学
術
的
根
拠
に
基

づ
く
被
害
対
策
を
提
案
す
る
株
式

会
社
Ｃ
ｒ
ｏ
ｗ
Ｌ
ａ
ｂ
（
ク
ロ
ウ

ラ
ボ
）
か
ら
、
知
っ
て
い
る
よ
う

で
知
ら
な
い
カ
ラ
ス
の
生
態
に
つ

い
て
解
説
し
て
も
ら
う
。

　
　
　
▽　
　
　
　
　
▽　
　

　
２
０
１
８
年
度
の
カ
ラ
ス
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
金
額
は
１４
億

円
で
あ
る
。
鳥
獣
害
全
体
の
中
で

は
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
に
次
い
で
第

３
位
で
あ
り
、
鳥
類
で
は
断
然
ト

ッ
プ
だ
。
被
害
の
内
訳
を
見
る

と
、
商
品
価
格
の
高
い
果
実
へ
の

食
害
が
占
め
る
割
合
が
多
い
。
た

だ
、
カ
ラ
ス
は
雑
食
で
あ
り
、
ト

マ
ト
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
農
作
物
に
被
害
が
あ
る
。
ま

た
、
収
穫
期
ま
で
ほ
ど
遠
い
ス
イ

カ
や
キ
ャ
ベ
ツ
を
ち
ょ
っ
と
ず
つ

突
く
な
ど
、
食
べ
る
目
的
と
は
思

え
な
い
イ
タ
ズ
ラ
と
呼
べ
る
よ
う

な
行
為
に
よ
る
被
害
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
金
額
と
し
て
計
上
さ
れ

な
い
被
害
も
多
い
。例
え
ば
、畜
産

農
家
へ
の
被
害
と
し
て
、
家
畜
の

餌
の
盗
み
食
い
、
ラ
ッ
プ
サ
イ
レ

ー
ジ
の
ラ
ッ
プ
を
突
い
て
腐
ら
せ

る
、
家
畜
の
身
体
を
突
く
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
畜
産
農
家
が
最
も

憂
慮
す
る
の
は
、
カ
ラ
ス
に
よ
る

家
畜
伝
染
病
の
拡
散
だ
ろ
う
。
サ

ル
モ
ネ
ラ
症
が
発
生
し
た
牛
舎
で

出
入
り
す
る
カ
ラ
ス
か
ら
サ
ル
モ

ネ
ラ
が
検
出
さ
れ
た
例
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
被
害
に
対
し
、
カ

ラ
ス
の
死
体
を
模
し
た
お
も
ち
ゃ

や
、
カ
ラ
ス
が
嫌
が
る
こ
と
を
う

た
っ
た
光
・
電
子
音
を
発
生
す
る

装
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
製

品
が
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
カ
ラ

ス
の
生
理
・
生
態
を
無
視
し
て
い

　
農
研
機
構
は
、
企
業
と
共
同

で
、
水
田
土
壌
な
ど
に
生
息
す

る
「
発
電
細
菌
」
を
活
用
し
た

微
生
物
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
を

開
発
し
た
と
発
表
し
た
。
二
酸

化
炭
素
濃
度
な
ど
の
セ
ン
サ
ー

や
無
線
通
信
機
器
を
自
立
駆
動

で
き
、
低
コ
ス
ト
で
天
候
に
左

右
さ
れ
に
く
い
電
源
と
し
て
、

ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
で
の
活
用

が
期
待
さ
れ
る
。

　
発
電
細
菌
は
、
酸
素
が
な
い

環
境
で
有
機
物
を
分
解
す
る
際

に
、
電
流
を
発
生
さ
せ
る
性
質

を
持
つ
。
開
発
し
た
微
生
物
燃

料
電
池
は
、
負
極
を
土
中
に
挿

入
す
る
と
、
周
囲
に
存
在
す
る

発
電
細
菌
が
付
着
し
て
発
電
が

始
ま
る
。
わ
ず
か
な
電
力
を
抽

出
で
き
る
高
性
能
の
機
器
を
開

発
し
、
蓄
電
器
に
充
電
し
て
放

出
す
る
こ
と
で
電
圧
３
・
３
ボルト

ま
で
昇
圧
で
き
る
。
炎
酸
化
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
な
ど
、
安
価
で
耐

久
性
が
高
い
部
材
を
使
い
、
コ

ス
ト
を
従
来
の
１０
分
の
１
以
下

に
抑
え
た
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
で
は
、
気
温

や
湿
度
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
な

ど
を
多
く
の
地
点
で
測
定
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
電
源
確

保
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
微

生
物
燃
料
電
池
だ
け
で
駆
動
す

る
セ
ン
サ
ー
を
開
発
す
れ
ば
、

施
肥
量
や
収
量
、
病
害
発
生
を

予
想
す
る
モ
デ
ル
構
築
に
役
立

つ
と
し
て
い
る
。

　
「
大
豆
は
、
観
察
や
施
肥
で

手
を
か
け
た
分
だ
け
よ
く
と
れ

る
」
と
西
村
さ
ん
。
家
族
や
従

業
員
２
人
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ッ

ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
大
豆
の

ほ
か
、
水
稲
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

「
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
」
な
ど

１９
㌶
、
麦
「
ニ
シ
ノ
カ
オ
リ
」

「
ダ
イ
シ
モ
チ
」
１８
㌶
を
栽
培

す
る
。
大
豆
の

平
均
収
量
は
毎

年
１
２
０
～
１

５
０
㌔
程
度
、
好
条
件
の
圃
場

で
は
１
８
０
㌔
も
実
現
し
て
い

る
。
圃
場
の
多
く
は
平
た
ん
地

に
あ
り
、
３０
㌃
区
画
で
の
整
備

が
進
ん
で
い
て
作
業
性
は
高

い
。湿

害
や
作
業
遅
れ
回
避

　
６
月
中
旬
ご
ろ
に
麦
刈
り
を

終
え
、
大
豆
の
播
種
は
６
月
下

旬
～
７
月
下
旬
。
早
ま
き
は
、

梅
雨
入
り
に
よ
る
湿
害
や
作
業

遅
れ
を
避
け
、
生
育
期
間
を
長

く
確
保
で
き
る
。
着

ち
ゃ
っ
き
ょ
う
莢
位
置
が

地
上
１０
㌢
と
高
く
な
る
利
点
も

あ
り
、
汎は

ん

用よ
う

コ
ン
バ
イ
ン
で
土

を
巻
き
込
ま
ず
に
収
穫
し
や
す

い
。

　
畝
立
て
播
種
で
高
さ
１０
㌢
に

し
た
後
、
７
～
８
月
に
中
耕
２

回
で
２０
㌢
ま
で
高
め
、
倒
伏
防

止
や
根
域
確
保
に
努
め
る
。
播

種
量
は
抑
え
、
条
間
７２
㌢
、
株

間
２１
㌢
を
目
安
に
し
て
い
る
。

中
耕
で
は
高
さ
調
整
が
し
や
す

い
ロ
ー
タ
リ
ー
式
を
使
う
。

　
一
方
で
早
ま
き
は
、
茎
の
つ

る
化
や
徒
長
が
起
こ
り
や
す
い

欠
点
が
あ
り
、
摘
芯
機
を
使
わ

な
い
場
合
、
さ
や
数
の
減
少
や

倒
伏
な
ど
が
課
題
と
な
る
。

　
西
村
さ
ん
は
、
基
肥
を
施
用

し
な
い
こ
と
で
草
丈
を
抑
え
、

８
月
上
旬
の
追
肥
で
生
育
を
調

整
す
る
。
「
圃
場
で
開
花
を
確

認
し
て
か
ら
追
肥
す
る
の
が
重

要
。
開
花
前
だ
と
花
が
着
か
ず

草
丈
が
伸
び
て
し
ま
う
」
と
説

明
す
る
。

　
作
物
が
吸
収

し
や
す
い
と
さ

れ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
性
チ
ッ
素
や

水
溶
性
リ
ン
な
ど
を
重
視
し
て

エ
ー
リ
ン
４
４
４
（
１４
―
１４
―

１４
）
を
選
び
、
施
肥
量
は
１０
㌃

当
た
り
１５
㌔
と
す
る
。
車
高
が

高
い
ハ
イ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
型
の

ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ヤ
ー
に
、
ブ
ロ

ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
を
取
り
付
け

て
施
用
す
る
。

　
「
土
壌
が
砂
地
主
体
で
肥
料

分
が
不
足
し
や
す
い
の
で
、
土

づ
く
り
や
施
肥
は
特
に
意
識
し

て
い
る
」
と
西
村
さ
ん
。
健
全

な
茎
の
発
育
に
つ
な
げ
る
た
め

に
、
追
肥
と
同
時
に
、
リ
ン
酸

や
苦
土
が
含
ま
れ
る
土
壌
改
良

材
「
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
エ
ー
ス
」

も
使
う
。
根
粒
菌
の
活
性
化
を

期
待
し
、
稲
刈
り
前
後
に
２
回

行
う
カ
メ
ム
シ
防
除
の
際
に

は
、
高
濃
度
の
ア
ミ
ノ
酸
・
有

機
酸
な
ど
が
含
ま
れ
た
液
肥

「
ソ
イ
ル
サ
プ
リ
エ
キ
ス
」
も

同
時
散
布
す
る
。

　
大
豆
の
収
穫
は
１１
月
上
中
旬

ご
ろ
で
、
収
穫
後
は
腐
熟
促
進

と
し
て
尿
素
を
チ
ッ
素
分
で
１０

㌃
当
た
り
４
㌔
施
用
。
ま
た
、

鶏
ふ
ん
堆
肥
１
０
０
㌔
、
豚
ぷ

ん
堆
肥
５
０
０
～
６
０
０
㌔

を
、
近
隣
の
農
家
か
ら
借
り
た

マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー
で
ま

き
、
地
力
回
復
に
努
め
る
。

　
排
水
対
策
で
は
、
麦
作
兼
用

で
額
縁
明め

い

渠き
ょ

を
作
土
の
最
下
層

の
深
さ
３０
㌢
ま
で
掘
る
。
ハ
イ

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
型
ブ
ー
ム
ス
プ

レ
ヤ
ー
の
タ
イ
ヤ
の
細
さ
に
着

目
し
、
あ
え
て
降
雨
後
に
抑
草

剤
散
布
を
行
い
、
圃
場
内
に
細

い
走
行
跡
を
つ
け
て
明
渠
に
接

続
す
る
。

　
四
日
市
鈴
鹿
地
域
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
は

「
県
内
で
は
昔
は
収
量
が
多
か

っ
た
圃
場
も
、
最
近
で
は
減
収

し
て
い
る
。
西
村
さ
ん
の
増
収

技
術
は
、
早
ま
き
に
加
え
て
こ

ま
め
な
施
肥
管
理
や
土
づ
く
り

が
鍵
と
い
え
る
」と
評
価
す
る
。

ラ
」
を
呼
び
寄
せ
、
県
内
外
か

ら
人
が
訪
れ
る
。

　
○
…
フ
ジ
バ
カ
マ
は
、
摺す

り

滝だ
き

地
区
の
休
耕
田
な
ど
２０
㌃
で
栽

培
。
８
～
１０
月
に
淡
い
紫
紅
色

の
小
さ
な
花
が
咲
く
。
園
芸
種

と
原
種
が
あ
り
、
今
年
は
ア
サ

ギ
マ
ダ
ラ
が
多
く
集
ま
る
原
種

を
増
や
し
た
。

　
○
…
「
休
耕
田
に
フ
ジ
バ
カ

マ
が
あ
ふ
れ
て
い
る
の
を
見
る

と
う
れ
し
く
な
る
」
と
坂
根
さ

ん
。
県
外
へ
足
を
運
ぶ
な
ど
栽

培
研
究
の
末
、
３
年
を
費
や
し

て
育
苗
し
、
本
格
的
な
栽
培
は

昨
年
か
ら
。
集
落
の
農
家
５
戸

も
栽
培
を
始
め
た
。　

　
　
　
　
　
　
（
広
島
支
局
）

“
カ
カ
シ
効
果
”に
落
と
し
穴
も

①被害と対策の現状

る
た
め
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
。

　
カ
ラ
ス
は
警
戒
心
が
強
い
動
物

で
あ
り
、
目
新
し
い
物
が
あ
る

と
、
と
り
あ
え
ず
近
づ
か
な
い
と

い
う
行
動
を
選
択
す
る
た
め
、
多

く
の
対
策
製
品
で
一
時
的
な
忌
避

効
果
は
認
め
ら
れ
る
。
伝
統
的
な

鳥
獣
害
対
策
で
あ
る
「
カ
カ
シ
」

に
よ
る
効
果
と
原
理
は
同
じ
で
あ

る
た
め
、
著
者
ら
は
、
こ
の
一
時

的
な
忌
避
効
果
を
「
カ
カ
シ
効

果
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
対
策
製
品
の
中
に
は
、
こ
の

「
カ
カ
シ
効
果
」
の
映
像
な
ど
を

見
せ
る
こ
と
で
、
効
果
を
う
た
う

も
の
も
あ
る
が
、
カ
ラ
ス
は
賢

く
、
慣
れ
て
し
ま
う
た
め
、
や
が

て
効
果
は
な
く
な
る
。
対
策
製
品

を
購
入
し
た
も
の
の
、
設
置
後
す

ぐ
に
効
果
が
な
く
な
り
、
残
念
な

思
い
を
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。　

　
（
塚
原　

直
樹=

株
式
会
社
Ｃ

ｒ
ｏ
ｗ
Ｌ
ａ
ｂ
代
表
）

収
穫
前
に
加
害

さ
れ
た
リ
ン
ゴ

警
戒
心
が
強
い
の
も

カ
ラ
ス
の
特
徴

微
生
物
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
開
発

発
電
細
菌
利
用
し
セ
ン
サ
ー
駆
動

農研機構

で
着
色
さ
せ
た
果
実

１０
・
５
度
に
比
べ
、

味
覚
で
感
じ
る
ほ
ど

の
差
が
無
い
こ
と
も

分
か
っ
た
。

　
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
は
導
入

費
用
や
電
気
代
が
か
か
る
た

め
、
成
熟
ホ
ル
モ
ン
の
エ
チ
レ

ン
ガ
ス
を
利
用
し
た
技
術
も
研

究
を
始
め
て
い
る
。
「
改
善
点

や
課
題
を
ま
と
め
、
後
輩
に
託

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

村
上
さ
ん
。

軒高４㍍のハウス設計
最適な環境でシイタケ

「天窓を高い位置に付けた
ことでハウス内に虫が入ら
なくなった」と大菅さん

岩手県・大菅 智和さん

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー

の
使
い
方
を
説
明
す

る
村
上
さ
ん

摘
芯
機
使
わ
ず
徒
長
抑
制

大
豆
早
ま
き
追
肥
に
重
点

２０
㌢
の
高
畝
で
倒
伏
防
止

　

大
豆
「
フ
ク
ユ
タ
カ
」
１５
㌶
を
作
付

け
、
多
収
技
術
で
あ
る
早
期
播
種
（
早
ま

き
）
に
取
り
組
む
三
重
県
鈴
鹿
市
の
西
村

直
也
さ
ん（
２９
）は
、
県
平
均
収
量
が
１０
㌃

当
た
り
９０
㌔
前
後
と
低
迷
す
る
中
で
、
２

０
１
７
年
は
約
１
３
０
㌔
を
確
保
し
て
い

る
。
基
肥
を
施
用
せ
ず
、
追
肥
重
点
体
系

で
徒
長
を
抑
え
て
い
る
。
早
ま
き
で
必
要

と
さ
れ
る
摘
芯
作
業
が
省
略
さ
れ
、
専
用

の
摘
芯
機
が
不
要
だ
。
さ
ら
に
、
２０
㌢
の

高
畝
で
倒
伏
防
止
を
徹
底
し
、
等
級
は
１

等
が
８
割
ほ
ど
と
な
っ
て
い
る
。

「着莢位置が高く徒長していないの
で、収穫しやすい」と西村さん

西村 直也さん 三重県鈴鹿市

リ
ン
酸
や
苦
土
も
施
用

堆
肥
で
地
力
回
復　
　

収
穫
前
の
畝
高
は
、
約
２０
㌢
を
確

保
。
中
耕
に
よ
り
雑
草
が
少
な
い


